
























昨日（9/01）の3限、「基礎数学」（西村先生）の2学期1回め（通算11回め）を
聴講しました。教室は2B412です。

出席者は、86名＋教員1名（私）です(TAなし)。ちなみに1学期最終回は73名、
昨年度の2学期1回めは「基礎数学」10回め講義の出席者は45名ほどでしたので、
確実に歩留まりは良くなっています。

前半は、１学期後半の復習が中心で、R→RやR2→R2の線型写像を説明し、
線型写像が行列で表現されること。後半は多変数の微分の導入で、まず
Kock Lawvereの公理をR→R^mの関数の微分に拡張し、次に、R^n→R^m
の関数について、方向微分が導入されました。

「基礎数学」のための補習をすることを西村先生が提案されまして、それに
「出てみたい」と手を挙げた学生は40名ほどでした。

授業後に２人の学生が私のところに質問に来ました。今日の授業がわからなかった
とのことだったのですが、例によって、極めて基本的なことがわかっていません。
R^2がR×Rのことであり、×は掛け算ではなくて直積であること、直積とは何か、
写像とは何か、線型空間と線型写像はそれぞれ何で、どう違うのか、なぜベクトル
をe1とe2で分解するのか、などです。

むろん、これらは西村先生は既に説明なさっているのですが、学生はそのような
個々の用語の定義をきちんと把握することの重要性が、まだわかっていないので、
あいまいな理解に終わっています。ノートはきちんととっていても、頭には
入っていません。

線型空間と線型写像を混同することは、数学の理解において論外ですが、それは
学生には容易に発生することであり、その深刻さを学生は認識していません。

「きちんと注意深く丁寧に話を聞き、自分でそれを再構成できるまで考えねば、
数学は何一つわからない」ということがわかっていないと思います。むろん、
西村先生の授業をよく理解する学生も増えていると思います。しかし、根本的な
「数学する姿勢」がわかっていない学生が多いです。

　ちなみに、今日、質問に来た学生は、極めて真面目で積極的な人達です。

--
奈佐原　顕郎　（旧姓西田）
筑波大学農林工学系

Copyright 2007, by the Contributing Authors. .
１１回目. (2008, September 03). Retrieved June 26, 2013, from 筑波大学 OCW Web site: http://ocw.tsukuba.ac.jp/25a0-

iv-2-751f72698cc76e905b66985e/57fa790e65705b66-1/1156de76ee.
All Rights Reserved.

１１回目 — 筑波大学 OCW http://ocw.tsukuba.ac.jp/25a0-iv-2-751f72698cc76e905b66985e/57...

1 / 1 2013/06/26 10:07


	基礎数学第11回(2学期)
	7b2c1156de
	7b2c1156de677f66f8753b50cf

	１１回目 — 筑波大学 OCW

